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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成25年６月26日に提出いたしました第65期（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

２　財務諸表等

(1）財務諸表

②　損益計算書

兼業事業売上原価明細書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

②【損益計算書】

【兼業事業売上原価明細書】

（訂正前）

  
前事業年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

材料費  222 42.4 314 41.6

労務費  163 31.2 206 27.3

（うち労務外注費）  (91) (17.4) (131) (17.4)

経費  138 26.4 234 31.1

（うち減価償却費）  (9) (1.7) (7) (1.0)

当期総製造費用  524 100.0 755 100.0

期首仕掛品たな卸高  12  181  

他勘定よりの振替高 (注１) 1  2  

他勘定への振替高 (注２) 381  377  

計  155  562  

期末仕掛品たな卸高  181  262  

当期製品仕入高  1,121  2,027  

当期製品製造原価  1,095  2,215  

不動産事業売上原価  22  1,340  

兼業事業売上原価　計  1,117  3,556  

脚注　(1）原価計算の方法は、製品製造原価については個別実際原価計算、不動産事業売上原価については個別原価計算でありま

す。

　ただし、製品製造原価における型枠消耗費は使用回数、また賃金、コンクリート部門費、補助材料部門費及び間接費は生

産屯数に基づき、それぞれ予定率で原価に算入しております。

(2）（注１）他勘定よりの振替高の内訳は次のとおりであります。

  前事業年度 当事業年度

 社内機器損料ほか 1百万円 2百万円

（注２）他勘定への振替高の内訳は次のとおりであります。

  前事業年度 当事業年度

 未成工事支出金勘定 381百万円 377百万円
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（訂正後）

  
前事業年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

材料費  222 42.4 314 41.6

労務費  163 31.2 206 27.3

（うち労務外注費）  (91) (17.4) (131) (17.4)

経費  138 26.4 234 31.1

（うち減価償却費）  (9) (1.7) (7) (1.0)

当期総製造費用  524 100.0 755 100.0

期首仕掛品たな卸高  12  181  

他勘定よりの振替高 (注１) 1  2  

他勘定への振替高 (注２) 381  460  

計  155  479  

期末仕掛品たな卸高  181  262  

当期製品仕入高  1,121  1,998  

当期製品製造原価  1,095  2,215  

不動産事業売上原価  22  1,340  

兼業事業売上原価　計  1,117  3,556  

脚注　(1）原価計算の方法は、製品製造原価については個別実際原価計算、不動産事業売上原価については個別原価計算でありま

す。

　ただし、製品製造原価における型枠消耗費は使用回数、また賃金、コンクリート部門費、補助材料部門費及び間接費は生

産屯数に基づき、それぞれ予定率で原価に算入しております。

(2）（注１）他勘定よりの振替高の内訳は次のとおりであります。

  前事業年度 当事業年度

 社内機器損料ほか 1百万円 2百万円

（注２）他勘定への振替高の内訳は次のとおりであります。

  前事業年度 当事業年度

 未成工事支出金勘定 381百万円 460百万円
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